


熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成17年度年次報告書

ったとはいえ予想以上に採取することができたので驚いた｡た

たら製鉄をする数日前､ビデオで前もって手順などを見ると具

体的にやることが分かり、実感がわいてより興味を引かれた。

たたら製鉄をするとき､朝から講師の人を招いて作業に取りか

かっていたが｡耐火レンガを組んでいるときは本当にこんな簡

単な装置で鉄が溶ける高温にまで温度が上がるのか疑問を

持っていた｡レンガを組み上げて煙突を形作り､それも組み込

んでかまどができあがると､とうとう火入れをして炭を燃やす段

階になった｡そこで炭を燃やす程度を調整する係になったの

で責任が重いと感じつつも常に燃え具合を確認しながら作業

を進めていった｡砂鉄を投入していき１５kgを過ぎるとノロ出し
をしたが､映像で見たようなノロが出てきて成功したと思い､う

れしく感じた｡そのままノロ出しを数回して炭が燃え尽きるのを

待ち､鉄を取り出すところでは作業が辛く大変なものだった｡以外に鉄が小さく､落胆したところもあったが自分達で作

ったと思うと達成感でいっぱいになった｡たたら製鉄ははるか昔から行われていた方法だと知り､さらに自分でも体験

してみると本当に大変なものでこのたたらを作り出した人達は偉大だと改めて思った｡またこのような体験ができるのな

ら積極的に行いたい。

＜感想文２＞

今回のたたら製鉄の実験では､朝が早かったことや,休日の土曜日に行われたことで､あまり気持ちが乗りませんで

した｡しかし､たたら炉を組んだり炭切りをしたり,様々な作業をしていくうちに少し楽しくなりました｡－番感動したのは

ちゃんとした鉄ができたときでした。

また､ただ作業を楽しむだけでなく､どうしてこの方法で鉄ができるのかということを､東工大の先生が作業ごとに説

明してくれたので､聞き取れた半分ぐらいは理解でき,特になぜ重さの軽いノロが下に行くのかというところはわかりや

すく､なるほどと思いました｡最初に述べたように､気持ちの乗らないまま参加した鉄づくりでしたが､寒い中、作業しう

まく鉄が作れたので大変有意義な時間を過ごすことができたと思います。

＜感想文３＞

今回,夢科学展の企画としてたたら製鉄を行いました｡はじめは"段取りが急だ，'"用事があって参加できない"など

の理由で正直やりたくありませんでした｡当日も朝早くて寒く､早く帰りたいとすら思っていました｡しかし､いざ作業が

始まり取り組んでいるうちに､その考えは一新されました｡永田先生の指導･説明のもとでたたら炉を組み立てていっ

たのですが,先生のお話はとても興味深く､また､たたら炉の組み立てはとても面白いものでした｡周りにいた友人も、

真剣に作業にかかり､一緒に工程二ついて考え､雑談を交えながら進めてゆきました。

全工程の中で自分が一番印象に残っているのはノロ出しです｡鉄の純度を上げるために行う工程で､たたら炉から

赤熱した溶解物を取り出すのですが､何がすごいかというととにかく熱いの一言につきます｡1500-1600℃という温度

は日常に存在するものではなく､その温度がどれくらいのものなのか肌で感じることができたのはマテリアル系の学生

として貴重な体験になったと思います｡また､出したノロが1回目，２回目と|'頂に含む鉄が多くなり､それに伴い硬度が

増してゆくことなども体験できて良かったです｡用事があって最後まで参加できず､完成した鉄を見れなかったことと、

砂鉄集めなどの準備作業にも参加できなかったのが唯一心残りでした。

今回の実験を通して見ると､充実していて良かったと思います｡机の上の勉強では得られない｢体験｣はとても大事

なことだと思うので､今後もこのような実験や,いろいろなことを体験できる機会があれば積極的に参加してゆこうと思

います。
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実施概要

平成１８年１月２７日(金)３限大教センターE･205教室において､標記題目にて講演会を実施した｡講師は、
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